
1942年創業、ユニバーサルジョイント専門
メーカーである協和工業株式会社は、独自
の工法（冷間鍛造）による高機能・多機能部
品を製造している。20年続ける全社最適化
「NKS」改革を ITで加速しようと取り組ん
でいる鬼頭社長、プロジェクトリーダー横田
氏とUSP研究所メンバーを含むプロジェク
トメンバーの皆さんにお話をうかがった。

2 つの常識にとらわれない
会社を業務改革のパートナーに

——業務改革プロジェクトについて教えてく
ださい
鬼頭：製造業は「リードタイムの短縮」「品質
保証」「コスト改革」を追求し続けています。
当社では「NKS」改革として「機能しないこと、

価値を生まないことは思い切ってやめる」「あ
4会合（あせるな / あきらめるな / あてにする
な / あなどるな）」といった活動を通じ、自ら
改善し続けられる人材の育成に努めてきまし
た。その中で IT 化＝改善だとシステムを導
入したこともあります。特定の業務が効率化
された一方、システムを動かすためにだけに
行うデータ入力があったり、本来は業務とあ
わせてしくみ化しないといけないことを IT だ
けでやろうとしてしまったりと、業務改革を
阻害している部分があると感じていました。
——業務改革のパートナーにUSP研究所
を選ばれたのはなぜですか
鬼頭：USP 研究所は2つの常識にとらわれ
ない会社だと思ったからです。ひとつは、IT
業界の常識。IT の専門用語を使って要件を

まとめて伝えなければならない「要件定義」で
は、やりたいことをうまく伝えられないし、常
に業務を改善し続ける活動とも合いません。
愛知のものづくりの団体のセミナーで、現場
と対話しながらシステムを作る USP 研究所
の方法（ユニケージ）を知って、IT で NKS
改革を加速できるのではないかと思いました。
もうひとつは、我々製造業の常識です。USP
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�IT で見える化するだけでは変わりません。
見えたことから業務をどう変えるかが重要です�

製造現場の業務改革と人材育成の道具としてITを使い、
リードタイム短縮・品質保証・コスト改革を追求
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研究所は製造業での実績はないと聞いて、
逆に、我々が「変えられない」とか「当たり前」
と思っていることに切り込んでくれるのではな
いかと思いました。

仕事を変えるのは人。
IT は道具

——ITとカイゼンの議論はどのように進みま
したか
横田：ユニケージで何ができるかわからな
かったこともあり、最初はどこまで言っていい
のかわかりませんでした。ただ、現場が既存
のパッケージシステムに業務をあわせていた
のを取り払いたいと思っていました。
泉：既存のシステムもほんの少し改良すれば
使いやすくなるのがわかっていながら、時間
と費用がかかりすぎるためにあきらめたこと
が多く「システムに対する要望を言っても実現
しないから」と、現場からの意見が出にくく
なっていました。
USP飯笹：合宿を企画していただいて現場
の方と一緒に業務の課題解決のワークショップ
をする中で目指す工場の姿を共有し、本音で
話せるようになりました。合宿の冒頭で「システ
ムで見える化しますよ」と話しましたが、見える
化だけでは何も変わらない、それを使って業務
をどう変えるかだという共通認識ができました。
辻：「システムをどう作るか」ではなく「業務
をどうカイゼンするか」だけを考え始めたら、

システムの議論も活発になっていったんです。
USP飯笹：工場内の機器や資材の置き場所
の移動などにも USP メンバーが参加し、足
りないものや既存システムを使うのに手間が
かかっているところを支援するシステムをひと
つひとつつくりました。一度作ったシステムも
業務改善にあわせて改良し続けています。シ
ステムはあくまでも道具なんです。
横田：「システムでこういうことができるんだ」
と徐々にわかりました。自分がやりたいと言っ
たことが形になる。その分、我々が間違った
考えを持ってはいけないし、責任は重大だと
思いました。
——プロジェクトは第２フェーズに入りまし
た。第１フェーズの成果は
横田：リードタイムや在庫数など、数字とし
て成果が出始めています。また、工場にモニ
ターを設置して現場で生産計画、進捗、実
績が見えるようになったことで、現場から「こ
ういうことがしたい」という声が出始めまし
た。最終的には、見える化された情報を使っ
て現場でカイゼンのサイクルを回せるように
なってほしいと思っています。
鬼頭：見える化によって管理部門の残業も減
りました。以前、業務を細かく書き出しても
らったら、現状が見えないことによる問合せ
に対応するために、伝票や在庫を調べる作
業に多くの時間を割いていました。「調べる作
業が大変ならシステムでそれを楽にしよう」と
考えがちですが、誰からも現状が見えるよう
にすれば、そもそも調べる作業は要りません。
それが NKS 改革的な問題解決です。

グローバル展開を見据えて

——今後の改革についてお聞かせください
鬼頭：専門メーカーとして、人口減などで縮

小していく日本市場だけでなくグローバル展
開が必須と考えています。そのためにも、い
ま取り組んでいる「見える化」「つながる工場
づくり」を通じて、グローバル展開ができる
人材を育てていきたいと考えています。
——USP研究所に求めることは
横田：その質問には答えづらいです。プロジェ
クトメンバーは会社の違いを超えてワンチー
ムになっているので…。
USP飯笹：USP 研究所には「プロジェクト
推進虎の巻」があり、「お客様の会社に就職
して仕事をするくらいの勢いで業務と意味を
徹底的に理解せよ」と書かれているんですよ。
泉：チームの一員でいながらも客観的な視点
は失わず、我々が正と思っているところに切
り込んでほしいです。
鬼頭：改革をさらに加速させたいので、シス
テム開発においても当社の社員をもっと巻き
込んでほしいと思います。改革は今後も続く
ので、末永くつきあってほしいです。
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